「学校問題」における「子ども/大人」関係の構図と論理 :「 いじめ問題」をめぐる言説空間の位相と配置 by 池田 隆英
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① CiNii と J-STAGE で「いじめ」を検索語に抽出








① CiNii と J-STAGE で「いじめ」を検索語に抽出































年代別に見ると、1990 年代には 11 本、2000 年代に
は 7 本、2010 年代には 9 本、となっている。主な執
筆者の立場を学問分野で見ると、最も多かったのは






値 59.9、標準誤差 5.54、50 本未満のレビューが 13 本、






























































































































は、1985 年頃から約 10 年ごとの「３つのピーク」















































































































































































鈴木（1995） ✔ ✔ ✔ ≽
伊藤（1996） ✔ ≻
竹川（1996） ✔ ✔ ✔ ≽
三宅（1997） ✔ ✔ ✔ ≽
加野（1997） ✔ ✔ ✔ ✔ ≾
昼田ら（1997） ✔ ✔ ✔ ≽
神村・向井（1998） ✔ ✔ ≼
三浦（1998） ✔ ✔ ≼
三浦（1999a） ✔ ✔ ≼
三浦（1999b） ✔ ✔ ≼
齊藤（2000） ✔ ✔ ✔ ✔ ≾
寺田・斉藤（2000） ✔ ✔ ≼
藤生（2001） ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ≻≺
鈴木（2001） ✔ ✔ ✔ ✔ ≾
原・濱口（2002） ✔ ✔ ✔ ≽
大野（2003） ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ≿
友清（2004） ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ≿
戸田（2010） ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ⊂
久保田（2012） ✔ ✔ ✔ ✔ ≾
小林・三輪（2013） ✔ ✔ ✔ ≽
三輪ら（2014） ✔ ✔ ✔ ≽
鈴木・上地（2014） ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ⊂
下田（2014a） ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ⊀
下田（2014b） ✔ ✔ ≼
亀田ら（2014） ✔ ✔ ✔ ≽
亀田ら（2015） ✔ ✔ ✔ ≽
合　　　計 ⊂ ⊃ ≻≺ ⊁ ≺ ≻ ≾ ≼ ≼≻ ≾ ⊂ ≻ ⊁ ≻ ⊃ ⊀ ≺ ≺ ≻ ≺ ⊃⊃
≻⊃⊁⊀≷≻⊃⊂≺ ≺ ≻ ≺ ≺ ≺ ≺ ≺ ≺ ≺ ≺ ≺ ≺ ≻
≻⊃⊂≻≷≻⊃⊂≿ ≽ ≻ ≺ ≺ ≺ ≺ ≿ ≺ ≺ ≺ ≼ ≺ ≻≽
≻⊃⊂⊀≷≻⊃⊃≺ ≻⊁ ≻ ≼ ≼ ≺ ≺ ≼⊃ ≼ ≽ ≺ ≽ ≺ ⊀⊂
≻⊃⊃≻≷≻⊃⊃≿ ⊂ ≻ ≻≻ ≻ ≽ ≺ ≻≽ ≺ ⊂ ≺ ≾ ≺ ≿⊁
≻⊃⊃⊀≷≼≺≺≺ ≾≾ ≻⊃ ≻⊀ ≻ ≻≻ ≼ ⊀≿ ⊃ ≼⊀ ≾ ≻≾ ≾ ≼⊀≻
≼≺≺≻≷≼≺≺≿ ⊃ ⊀ ⊀ ≺ ≽ ≺ ≾≿ ⊃ ≻≾ ≼ ≻≺ ≾ ≻≼⊀
≼≺≺⊀≷≼≺≻≺ ≼≽ ⊀ ⊂ ≼ ≼ ≻≾ ≾≻ ⊀ ≻≼ ≼ ≻⊁ ≿ ≻⊁⊀
≼≺≻≻≷≼≺≻⊀ ≼⊀ ≻⊂ ≼≽ ⊂ ≻≺ ≼⊀ ≾≻ ≻≻ ≾≻ ≻≺ ⊃ ≼≼ ≽≺⊃
合　　　計 ≻≽≺ ≿≽ ⊀⊀ ≻≾ ≼⊃ ≾≼ ≼≽⊃ ≽⊁ ≻≺≾ ≻⊂ ≿⊃ ≽≿ ≻≺≻≻
いじめの「現象」





























































































































































































































































７） 三 浦（1999a） で は、 構 築 主 義 と し て、 伊
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